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１ 三原市での課題と派遣の目的（本市の現状と課題を明確に） 

 本市のごみの総排出量は，広島県平均よりも多く，中でも事業系ごみは県内 23 市

町中，3番目に多いことから，事業系ごみの減量化は喫緊の課題である。 

そこで，廃棄物の減量化に取り組んでおられる三菱重工業（株）三原製作所の取り

組みを視察することとした。 

２ 実施概要 （１カ所目） 

実 施 日 時 派 遣 先 
三菱重工業株式会社 

（三原市糸崎南一丁目） 

 令和４年５月 27日 

  10：00～12：00   
担 当 部 局 

・三菱重工業（株）三原ビジネスパートナーグループ 

総務チーム 

・三菱重工機械システム（株）印刷紙工機械事業部 

 事業管理部 業務課 

報 

告 

内 

容 

・

所 

感 

（報告内容） 

視察では，主に①ごみの分別と減量化の取組みについて ②生ごみを減量化

するための取組みについて ③紙ごみの分別や処分方法について，三菱重工業

（株）三原製作所が取り組まれている内容の概要説明を受けた。その後，工場

内に設置してある廃棄物集積場等の現場視察を行った。 

①では，分別の徹底や減量化の取り取組みを始めた背景や取組みによる効果

について伺った。環境負荷の低減のため，「紙・ごみ・電気」の削減に取り組み，

製品のコスト低減や処分費の削減を実現されており，廃棄物の減量化は製品の



コスト減につながるなど，減量化のメリットを知ることができた。 

廃棄物の減量化については，資材等の在庫管理により必要な量の購入や種類

別の分別を徹底し，可能な限り再利用・再資源化するなど，様々な取り組みが

されていた。 

分別の周知については，分かりやすい廃棄物の分別例を作成し，廃棄物の集

積場には品目ごとに容器を備えて分別しやすい環境づくりに努められていた。   

また，集積場への廃棄物の搬入については，廃棄時間を設置し，その時間に

担当部署が立ち会うことで分別間違いを防ぐ取り組みがされていた。 

②については，食堂において，過去の実績をもとに必要数量を予測し調理す

することで過剰調理を防ぎ，食品ロスの削減に取り組まれていた。 

③については，紙類やシュレッダー屑，段ボール等それぞれ分別し，可能な

限りリサイクルされていた。 

会社をあげて排出抑制，適正な分別，再資源化に取り組まれるなど，減量化

の取り組みは多岐に渡っていた。 

社会的責任を強く意識している企業の姿勢や取り組み内容など，今後の当委

員会の政策提案に活かしていきたい。 
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ごみの減量化に対する考え方や実際の取り組みは，他の事業所において減量

化を進めるうえで参考にできることが多く，このような優良事例や減量化によ

るメリットを広く周知することで，ごみの減量化を進めることができると感じ

た。 

 減量化を進めるためには，市民・事業者の一人一人のごみの減量化に対する

理解と協力が不可欠であり，そのためには行政が減量化について広報・啓発す

ること，そして分別や再資源化しやすい環境づくりに努める必要があると感じ

た。 

 

 

 

 

 

 


